平成２１年４月３日

企画書
肛門科　赤四家 三魔
診療科「恋愛外来」の新設について

記

1. 提案の理由（提案の背景・必要性）

· 昨今の恋愛事情は女性が絶対優位となっている。草食系男子という言葉も登場し、日本社会における男性のイメージは確実に軟弱になってきている。離婚件数の増大には目を見張るものがあるが、その原因は過去によく見られた男性の身勝手さや暴力、金銭トラブルなどよりも、「生理的に受け付けなくなった」的なケースが多くなってきている。そこで、世の男性に手を差し伸べて男性を立ち直らせ、ひいては日本を元気にしなければならない。地域にこうした潜在的なニーズは多く存在しているはずである。
2. 診療科
· 診療科名　　恋愛外来
· コンセプト　　恋愛特有の苦しみや悩みを医学的見地から分析、精査し、適切なカウンセリングおよび処方を行うことで、衝動的な行動を抑制させることができる。また、患者データを蓄積し、データを分析することによって禁断の媚薬を開発できるかもしれない。
· ターゲット　　基本的に男性のみ。年齢は主に若年層をターゲットとするが、恋愛に年齢は関係ないと思われる。
3. 運営
· 診療体制　　診療日時は、毎週土曜日の午前９時から正午。１人につき３０分（計６名）、担当医師　赤四家 三魔、看護師　杉本 亜矢
· 売上予測　　費用は一律５千円。１日あたり３万円、月額１２万円の売り上げ
· 必要物品　　参考資料「きまぐれオレンジロード」全巻
4. その他実施にあたっての問題点など

· 保険適用となる医療行為に該当しないため、全額自費負担となる。
5. 添付資料

· 「きまぐれオレンジロード」全巻見積書
以上
